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研究成果の概要（和文）：本研究は、いわゆる「世界的内戦」を描いた21世紀のイギリス小説の射程を理解する
試みである。ナディーム・アズラムやカーミラ・シャムシーのようなパキスタン系作家は、周縁化された人々の
トラウマをより広い読者層に伝わる方法で表現する道を模索している。一方で、デイヴィッド・ミッチェルのよ
うな作家は、よりSF的な色合いの強い作品で破滅的な未来像を提示している。興味深いことに、双方とも、集団
的トラウマや未来への不安といった、私たちが共有している情動に訴えている。この傾向は、現代イギリス作家
の多様性を示すとともに、彼らにとって情動の重要性が増していることも示している。

研究成果の概要（英文）：This project is designed to understand the scope of 21st-century British 
novels that explore the global civil war, or the never-ending war. While British-Pakistani authors 
such as Nadeem Aslam and Kamila Shamsie seek to represent the trauma of marginalised people in ways 
accessible to a wider readership, writers such as David Mitchell produce more imaginative texts that
 help us envision a post-apocalyptic future. Significantly, both categories of writers address 
commonly experienced affects such as collective trauma and anxiety of the future threat. These 
trends at once testify the diversity of contemporary British writers and suggests the increasing 
importance of affects for those writers.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、現代イギリス小説がとりわけ9.11同時多発テロ以降の世界をどのように表象してきたか、とりわけ登
場人物を通じてその世界がどのような情動とともに受けとめられてきたかを明らかにした。トラウマ研究や情動
理論からの知見を得ており、研究成果の一部は学際的なトラウマ研究の論文集What Happened?: Re-Presenting 
Traumas, Uncovering RecoveriesやTopography of Trauma: Fissures, Disruptions and Transfigurationsにも
採録されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 『現代小説』（2013年）で、ロバート・イーグルストンは現代小説のひとつの流れとして
「終わりなき戦争小説」を主題にした小説群を挙げている。冷戦終了以降、世界の多くの地域
で内戦が常態化し、人道的介入や様々な経緯で世界中がその影響を受けている。9.11同時多発
テロや7.7ロンドン同時爆破事件以降、イギリスでも多くの人がそういった戦争状態に巻き込ま
れていると感じるようになった。このような現実に取り組む作品は多いが、とりわけ日本のイ
ギリス文学研究において顧みられることは稀であった。 
 また、こういった作品群の研究は、9.11文学またはポストコロニアル文学という枠組みで論
じられることが多かった。前者はマーティン・ランドル『9.11とテロの文学』（2011年）から
チャーリー・リー＝ポーター『9.11の十年を書く』（2017年）に至るまで枚挙にいとまがな
い。ジュディス・バトラーやエリザベス・R・アンカーらが9.11を起源とすることの誤りを指摘
してもなお、そのような著述が後を絶たなかった。一方、スティーブン・モートン編『非常事
態──植民地主義、文学、法』（2013年）のような著作はポストコロニアル文学だけに焦点を
当てているため、イギリス小説研究への貢献は限られたものであった。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、いわゆる「世界的内戦」を描いた 9.11 同時多発テロ以降のイギリス小説の
射程を以下の二点から理解することである。 
 
(1) 周縁化された人々のトラウマの表象 
 ナディーム・アズラムの『叶えられぬ祈り』（2008年）や『盲人の庭』（2013年）、カーミラ・
シャムシーの『焦げ付いた影』（2009年）や『ホーム・ファイアー』（2017年）のような作品は、
アフガニスタン戦争で傷ついた人々やテロリストの子どもたちといった、周縁化された人々の
苦しみを中心に据えている。こういった作品が苦しみやトラウマをどう表象しているか、そして
そこにどのような政治的な意味があるか明らかにする。 
 
(2) 知識人の不安の表象 
 一方で、デイヴィッド・ミッチェルの『クラウド・アトラス』（2004年）や『ボーン・クロッ
クス』（2014年）のような作品は、現実の戦争やテロはあまり中心的な主題ではない。だが、冷
戦時代の全面核戦争とは違い対象の定まらない恐怖への不安が、あるいは意図せず自らも加害
者になってしまう不安が頭を擡げている。とりわけミッチェルの二つの作品では、現代（もしく
は近代）の論理的帰結として破滅的な未来像を提示している。こういった作品が、このような漠
然とした不安をどう言語化しているか解き明かす。 
 
 
 
３．研究の方法 
 トラウマ研究や情動理論から得た知見を活かし、21 世紀のイギリス小説を精読する。有益な
フィードバックを得るために、現代文学やトラウマ研究を含めた学際的研究が盛んなヨーロッ
パの学会に参加、発表した。国内でも研究会を開き、国内外での研究者との交流を積極的にはか
った。現代文学研究の最前線に触れるとともに、トラウマ研究や情動理論などの関連領域の知見
を得ることができた。 
 一方で、国内外の論文集の分担執筆や国際学会誌への論文投稿を積極的に行った。とりわけ学
際的な論文集への寄稿は、編集者との対話から有益な知見を得られた。論文投稿においては、学
会誌からのフィードバックを通じて研究を深化させることができた。 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、現代イギリス小説の多様性の一端を解き明かすと同時に、これらの多様な作
品における情動の重要性を明らかにした。ナディーム・アズラムやカーミラ・シャムシーは、周
縁化された人々のトラウマを、ときとしてモダニズム文学の遺産を受けつぎながら、ときとして
通俗文学の手法を採り入れながら、理解可能なものとして表象する方法を模索している。デイヴ
ィッド・ミッチェルは、SF的な作品の中で知識人が持つ漠然とした不安やかすかな希望を、恐
怖や恥辱の情動と結びつけている。現代イギリス作家は多様な視点でテロや戦争の恐怖のよう
な現代的な問題に取り組み、周縁化された人々の体験をも内包するように変化してきている。そ
の一方で、このような作品が作家の作品外での政治活動（ツイッターでの発言を含む）や政治的



党派性をストレートに表出してはおらず、むしろ国際情勢に対する情動反応を集約したものに
なっている。この意味で、現代作家における情動の重要性が増していると言える。 
 なお、これらの成果は国内外の論文集、国際学会誌への論文というかたちで公表している。ト
ラウマ研究や情動理論からの知見を得ており、研究成果の一部は学際的なトラウマ研究の論文
集にも採録されていることを付記しておく。 
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